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要 旨

　本研究の目的は、COVID-19パンデミック時に
おける授業形態に関連した大学生の学修意欲に関
する文献を検討し、大学生の学修意欲の状況とそ
の意欲に与える要因を探索することである。文献
検索データベースは CINAHL、PubMedを使用
し、COVID-19 と授業形態および大学生の学修意
欲に関連したキーワードで検索し分析した。その
結果、COVID-19パンデミック時における授業形
態は、学修意欲を阻害する要因と促進する要因に
影響を与えることが示された。学修意欲を阻害す
る要因は、一方向の教授によって生じる孤独感と
ネットトラブルなどがモチベーションの低下を引
き起こしていた。一方で、学修意欲を阻促進する
要因は、on-line授業だけでなく対面授業との併用
が学修意欲を維持・促進させた。他方で、学生の
自己効力感がon-line授業のモチベーションを促進
することが示された。今後は、on-line授業の授業
方法の工夫や一人学修による環境問題への効果的
な研究の蓄積が必要である。

キーワード：  COVID-19、motivation、learning、
college/academic students、on-line

Ⅰ．緒 言

　新型コロナ感染ウィルス感染症（COVID-19）
拡大に伴う学生の生活変化は、精神面や生活面だ

けでなく授業形態が変化する学業面に対して大き
な影響を与え、学生の学修意欲および学生が求め
る傾向や興味・関心などの学修観に大きく関わっ
ていると考えられる。2020年度よりCOVID-19拡
大に伴い大学における授業形態は、対面授業から
on-line授業である遠隔授業に切り替えられた。当
大学においても遠隔授業の実施は、感染拡大の影
響を阻止し、大学生の学びの担保を保証するため
の方策として、対面授業に相当する教育効果を目
標に実施された。しかし、遠隔授業に対する学生
の反応はさまざまであり、長期遠隔授業による学
修への影響がみられている。全国大学生協連で
は、COVID-19の拡大を受けた大学生の生活変化
を受けて、「緊急！大学生・院生アンケート」を
実施した1）。その結果、大学生の学びは、「実験
や実習をするため学部を選んだ」「他の学生と切
磋琢磨しながら学修したい」「遠隔授業では、生
活がだらけてしまい学修しづらい」など対面授業
をしてほしいと多くの学生が回答した。一方で、
遠隔授業では、「新たな学びの方法が確立される」

「動画を反復して学べた」など遠隔授業に賛成す
る学生もいることが報告されている。また、
COVID-19による学生生活への影響についてのア
ンケート調査では、中等度のうつ的傾向の学生や
何らかの心の不安を訴えた学生が半数以上になる
など心の影響も浮き彫りとなっている2）。つま
り、生活の変化は、生活面に関する精神的な不安
だけでなく学業面に関する精神的不安やストレス
をももたらしていた。これらが、学生の学修意欲
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にも影響を与え学生の学修傾向も変化してきてい
ると推察できる。文部科学省は、2020年度後期の
授業形態においては、感染拡大の防止に加え、学
生の豊かな人間性の涵養を目的とし、on-line授業
だけでなく対面授業の必要性を示した3）。この指
針は、学生の目線に立って学生の教育を行うため
の検討として十分な感染対策を実施し学びの機会
を確保することに努めるよう通達している。これ
は、学生の要望に応え十分な感染対策を講じたう
えで対面授業に切り替えることを推進している内
容である。しかし現状は、COVID-19の第５波が
おし寄せ今後も対面授業を中止せざるを得ない状
況に陥る可能性がある。
　これまで遠隔授業は、多くの大学で実施されて
いる。国公立では、WEB授業を効果的に行い国
際的な学修でも有用な学びとして活用されてき
た。ある大学のコロナ禍における学生の調査4）で
は、遠隔授業によって生じる学修面での問題とし
て「WEB授業環境の問題」「授業資料の印刷」

「教員とのコミュニケーション」などが挙げられ
る。しかし、それらの問題が学生の学修意欲にど
のように繋がっているのか回答されていない。ま
た、今年度後期に遠隔授業を行う大学の新入生等
の対応では、学習支援より人的交流機会や生活相
談などの支援の強化を重視している。これは、初
めて大学で学ぶ学生の学びの糧となる教員等のコ
ミュニケーションの機会や学生生活の不安が学修
に影響しないよう考慮されているものと考えられ
る。したがって、遠隔授業という授業形態は、特
に新入生の大学生にとって何らかの影響が示され
ている。それが学修意欲にどのような影響である
かは具体性がない。すでに対面授業を行っている
大学では、感染対策をしたうえでの授業が開始さ
れている。学生は、感染を不安とする一方で、学
生同士で学修ができることに安堵している声も聞
かれるなど学修の意欲に何らかの影響があると考
えられる。
　いち早くCOVID-19感染に見舞われたネット社
会の中国では、on-line授業と対面授業の違いによ
る学修のモチベーションおよび自己効力感5）や
on-line授業に対する満足感6）の調査をしている。
on-line授業に対する評価は様々で、学生のレベル
や所得によりon-line授業の学修効果への影響を示
している。日本においては、石崎、佐藤7）により

オンデマンド型オンライン授業による統計演習の
教育効果について検討している。また、吉川8）

は、同時双方型とオンデマンド型を融合した学修
方法の評価について検討している。どちらも、
COVID-19パンデミックによる教育の方策として
授業が行われ評価したものである。しかし、学修
意欲への影響については探究されていない。
COVID-19パンデミックにおける研究では、大学
生の学修意欲に関する具体的な研究は今のところ
ほとんど報告されていない。そこで、COVID-19
パンデミック時における大学生の授業形態が、学
生の学修意欲にどのように影響を与えているのか
海外の文献検討を通しその動向を探り、今後の長
期化するCOVID-19パンデミック時の学修を鑑み
た、学生の学習支援に役立てるものとする。

Ⅱ．研 究 目 的

　本研究目的は、COVID-19パンデミック時にお
ける授業形態に関連した大学生の学修意欲の状況
とその意欲に与える要因を探ることである。そし
て、パンデミック時における学修意欲の維持・向
上に向けた支援の示唆を得ることである。

Ⅲ．研 究 方 法

　 キ ー ワ ー ド はCOVID-19 and motivation and 
learning and college/academic students and on-
lineとし、文献検索データベースは、CINAHL、
PubMedを用いた。Online Open Journalで閲覧
できる英文原著論文から、本研究の目的に合致す
る71文献を選定した。COVID-19に関連した大学
生の授業形態と学修意欲に関する論文の掲載年度
は、感染拡大が広がった2020年１月～ 2021年８
月までとした。これらの文献から、重複を整理
し、総説論文を除き授業形態と学修意欲に関する
内容が記載されている18文献を抽出した。そのう
ちケーススタディを除いた13文献を分析対象とし
た。分析にあたっては、論文で記述されている意
味を損なわないよう配慮した。
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Ⅵ．結 果

１． COVID-19パンデミック時の授業形態が大学
生の学修意欲を阻害する要因（表１）

　ドイツのJ. Eberleら9）は、COVID-19パンデミ
ックにおける、大学on-line授業を行った大学１年
生に対して基本的な心理的な満足度に関するイン
タビュー調査を行った。緊急でon-line授業を行っ
たことにより、ネット回線が学修環境に影響を与
えている状況がある。また、一人で学修をするこ
とによる孤独感が学修活動や学修意欲に影響して
いると報告した。オーストラリアのNgら10）は、
COVID-19パンデミックにおける専門教育プログ
ラムをｅラーニングで行いその結果を帰納的分析
で示した。学生はeラーニングに対して否定的な
感情を示し、その結果、学生の学修意欲が低下し
た。一方で学生は、対面における学生同士の関り
や教員からのフィードバックを希望している状況
があったため、対面授業の代わりにon-line授業を
導入し、eラーニングの一方的な学修ではなく互
いが交信できるような学修方法が、学生の動機づ
けを向上させる要因となった。
　スウェーデンのLangegardら11）は、遠隔デジ
タル教育における学生が経験した内容の評価につ
いて半構成用紙を使用したフォーカスグループデ

ィスカッションを帰納的に分析した。遠隔デジタ
ル教育の分析結果は、教育的側面と学修環境及び
学生のリソースの３つのカテゴリーが示された。
この3つのカテゴリーのいずれにも含まれていた
社会的相互作用の欠如、つまり社会との孤立がモ
チベーションや遠隔授業に悪影響を示す状況にあ
ることを報告している。また、質的研究をもとに
独自で開発したアンケート調査を行った。教育的
側面は、67％の学生が大学での対面教育を好むと
回答した。on-lineを使用した遠隔授業の技術的な
問題は、Live授業の際に18％の学生に認められ
た。授業の内容の理解の低下は、対面授業に比べ
63％の学生にみられた。また、学生と教員とのコ
ミュニケーションは、66％が取りにくいことを示
した。学修環境については、図書館が利用できな
いことやクラスメートに会えなくて寂しい（70
％）など心理・社会面に影響がみられた。一方で、
学校に行く必要がなく自宅での勉強時間が取れる

（48％）などの参加状況に関する結果も見られた。
学修意欲は、学生自身のリソースに関り、クラス
メートとの社会的交流が勉強のモチベーションに
とって重要であることを示した。また、自宅での
環境は、自分で規律を維持することが困難な傾向

（58％）にあることが示された。
　米国のSingalら12）は、COVID-19パンデミック

表１　学修意欲を阻害する要因
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における医・歯学生の解剖学に、デジタル授業を
取り入れたことによる課題について報告した。そ
の結果、65％の学生は、実際の解剖の授業のほう
が身体の把握をすることに役立つと回答した。ま
た、88％の学生は、on-lineのスライド画像より
live解剖が授業を把握し理解するのに役立ち興味
を示したと回答した。デジタル環境は、83％の学
生がデジタル授業に必要な機器・ネット環境等デ
ジタル授業に必要な条件が揃っていないことの障
壁を感じた。加えて自宅の学びは、時間管理が難
しく自己のモチベーションの欠如に繋がった（69
％）。
　Tassoら13）は、大学生257人を対象にパンデミ
ックにおける大学生の生活や大学生にどのような
影響を与えているか検討した。学修意欲に関する
on-line環境および学習の質は、学問的な欲求の不
満が高く、授業の「教え方の変化」の欲求不満の
5段階評価の平均得点は、高値（4.09±1.09）を示
した。また、on-line授業の作業に対する負担の増
加（3.81±1.11）がみられ、授業環境の変化に伴
う心理的要因が示された。授業に対しては、退屈

（2.83±1.00）、モチベーションとの闘い（2.53±
0.93）等の回答がみられた。学生の心理的要因
は、COVID-19により学生同士の関りが希薄で孤
独となる環境に追い込まれ抑うつとなり、学修へ
の意欲も維持困難な状況を作ると報告した。
　カナダのLia M Danielsら14）は、大学生98人に
遠隔授業における学修条件が学生の成果と達成目
標にどのように関係しているかon-line授業前後の
比較調査を行った。その結果、on-line授業後は、
学ぶ条件が学修に対する達成目標、エンゲージメ
ントおよび成功の認識を低下させた。また、遠隔
授業は、不正行為を行う学生の意識を高める機会
となり易いことが示された。
　中国のLi6）らは、所得による経済面とon-line教
育に与える影響について検討している。学生の学
年、出身地、現在の居住地は、on-line教育の満足
度に大きく影響を与えた。on-line授業に否定的な
学生の特徴は、就業学生の割合が多く（72.5％＞
58.2％）特にアフリカ出身の学生の割合が高かっ
た。on-line教育の満足度に影響を与える負の要因
は、COVID-19の感染拡大状況の深刻さによる不
安、大学開講日の不確実、教員や学生との距離
感、経済的困難感が挙げられた。

２． COVID-19パンデミック時の授業形態が大学
生の学修意欲を促進する要因（表２）

　Rahiem15）は、インドネシアの大学生にCOVID-19
パンデミックの学修意欲に関して学生レポートか
ら検討した。学修を継続するモチベーションの基
本は、個人的、社会的、環境３つの内発的・外発
的動機づけに分けられ、その動機づけの高さが維
持・継続できると結論付けている。
　ドイツのReinhold16）は、数学のon-line授業に
対する学生の動機づけと感情指向（数学への関心
の高さ、数学への不安の大きさ、数学への自己概
念の高さ、倫理観の高さの其々の動機づけ）につ
いて報告した。その結果、動機づけの高い学生
は、低い学生より成功への期待が高く、数学への
関心（3.45±0.59＞2.86±0.45）や数学的自己概念

（3.21±0.37>2.51±0.42）やワーク姿勢が高（3.39
±0.35＞2.93±0.39）、 不 安 が 低 値（2.07±0.52＜
2.83±0.52）であった。数学の成績の良い学生は、
学生の仲間や教員間でコラボレーションしながら
学修することを要求し早期対面授業を希望した。
パンデミックによる授業形態は、Information 
and Communication Technology（ICT）システ
ムを受け入れる学生の態度が学修の動機づけに影
響を与えた。
　中国のTang5）らは、on-line授業に対する学生
の学修意欲および自己効力感について検討してい
る。1000人規模の学生にアンケート調査を依頼
し、専門学校生、大学生、大学院生と教育課程の
異なる学生に比較分析を行った。高等教育である
大学院の学生は、大学生、専門学校生に比べ、デ
ジタル技術、学修の自己コントロール、on-lineコ
ミュニケーション、学修のモチベーションともに
高値を示した。特に学修のモチベーションは、自
主的な学修能力の高い大学院生が他の学生に比べ
高値（3.72＞3.35＞3.38）を示した。また、Jin17）

らは、on-line授業と対面授業の学修効果について
検討した。プッシュプル・ムーアリングモデルに
基づき調査した結果、プッシュ効果（セキュリテ
ィリスク、学修の利便性、ICTの品質）、プル効
果（有用性、使いやすさ、教師の教える態度、タ
スク技術）、係留効果（習慣）は、すべてon-line
授業を使用する学生の意思に大きく影響すること
を示した。学生の意思の高さが、on-line授業の学
修効果を促進させることに繋がることを示唆し
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た。また、Li6）らは、on-line教育の満足度に影響
を与える正の要因として、on-line授業の明確さ、
on-line授業の再生サポート、自主学修能力、授業
リソースと利便性などが挙げられた。
　 イ ギ リ ス のAlzahrani18） は、 大 学 生181人 に
learning management systems（LMS）のアプリ
の継続的な使用に対する学生の満足度に影響を与
える重要な要因分析を行った。そして、満足度、
自己効力感、個人的な結果の期待、および継続的
な意図の４要因を探った。結果、これまでの先行
研究では、LMSの性能が高ければ学生の学修の
満足感は促進した。しかし、パンデミック時の研
究対象学生は、LMSの性能にかかわらず満足度
に影響を受けなかった。一方で学生の自己効力感
の高さは、on-line授業に対して学生の満足度に正
の影響を与えた。さらに、個人的な結果の期待
は、学生のLMS利用の継続的に使用する意志に
大きな影響を与えることを示した。つまり、
LMSの性能にかかわらず学生個々の能力や自己
効力感の高さが、パンデミック時のLMS使用に
対する満足感を高値に影響させる要因のひとつで
あることを結論づけた。
　Rahman19）らは、バングラデシュの大学生442
人 を 対 象 に online learning motivation（OLM）
の仲介効果を分析した。結果、パンデミック時の
学生のOLMは、直接講義とon-line授業満足度を
介して関連（β＝0.07，P＜0.01）を認めた。また、
OLMは、インターネット自己効力感とon-line授
業満足度にも関連（β＝0.29，P＜0.01）を認めた。
つまり、インターネットをうまく使い切る学生

は、その満足感がon-line授業に対するモチベーシ
ョンを促進していることが示された。

Ⅶ．考 察

　学修意欲を阻害する要因としては、デジタル環
境や個々の経済背景、学生の社会的相互作用、学
生の学修姿勢、教授側の配信技術が大きな阻害要
因として挙げられた。まず、デジタル環境につい
ては、学生の学ぶ地域によりネット回線がうまく
入らないことやデジタル周辺機器の不足など学修
環境が整わないことにより学修が中断するもしく
は学修ができないなど学修の意欲を阻害してい
る。その背景には、経済格差や発展途上国などイ
ンターネットの普及状態や居住地のネット環境に
問題が潜んでいる。インターネットへのアクセス
不良や精度の低さ、品質の悪い画像・音声など限
られたデジタル機器に依存し電気配給が低い地域
では、十分な学修環境とは言えず学修を継続的に
維持できないことか要因となっている6）, 12）。つま
り、インターネット社会では、経済格差や地域格
差が学生の学修する意欲だけでなく学修する機会
を阻害しているといえる。
　社会的相互作用は、COVID-19パンデミックに
おいて深刻な状況である。パンデミックにより外
出の自粛とon-line授業により他者と稀薄な関係に
なり､ 寂しさや孤独感が強まり社会との孤立を感
じている。Tassoら13）は、COVID-19の感染が心
配事や不安を募りメンタルヘルスに影響を与え社
会的孤立を与えていることを示唆している。つま

表２　学修意欲を促進する要因
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り、メンタルヘルスの悪化は、何もする気が起こ
らず精神活動に影響し学修意欲の低下に繋がる大
きな要因であり、ひいては抑うつ傾向が強くなり
日常生活にも影響を与えるといえる。また、自宅
での学修は、時間の制限がないため時間管理が十
分でなく生活リズムが崩れやすく、決められた時
間に受講するキャンパス生活に比べ、学修活動を
維持できない可能性がある。それが学修意欲の低
下の要因となっていると考えられる。したがって
on-line授業による学生の孤立化を防ぎ、興味を持
ってon-line授業に参加できるような授業開発が望
まれる。そのひとつとして Langegard11）は、対
面授業とon-line授業のブレンド授業が学生の社会
的孤立を予防することを提言している。つまり、
ブレンド授業は、COVID-19感染を警戒しつつ直
接学生と接する機会を得ることができ、学生を孤
立社会から呼び戻す手立てとなるひとつと考えら
れる。
　授業の方法に関することでは、eラーニングや
画像配信だけの一方的なon-line授業では、学生の
満足は得られなく、学修に対する意欲は減退する
ことが示された。On-line授業が退屈で欲求不満
にならないためにも、双方向で授業ができるデジ
タル環境や教員の一工夫した授業計画が必要とな
る。加えて、デジタル技術の扱いに関しては、学
生だけでなく授業を送信する側の教員のデジタル
スキルに問題が生じている。日ごろからデジタル
ツールに慣れていない教員の授業では、配信や電
子機器の扱いがうまくいかず、そのことにより学
生の学修意欲の継続を中断させる要因にもなりう
る。
　学修意欲を促進する要因では、学生側の要因

（学修姿勢、自己効力感、学修能力、デジタル技
術の精通など）と教員側（学修方法、学修成果、
デジタル技術の精通など）の要因が挙げられた。
学生側の要因としては、学生のICT学修に対する
高い自己効力感と高い興味・関心による学修に対
する態度がon-line授業を順調に進めている。学生
は、日ごろの学修への関心とデジタルのスキルが
高いほどon-line授業をうまくこなせ、その満足感
で自己効力感がより高まっている。Tangら5）は、
on-line授業において学生の自己効力感と教育水準
が学修の達成に影響していることを示唆してい
る。つまり、on-line授業の促進は、授業に関する

デジタルシステムの機能をより熟知し自宅で学ぶ
準備ができる力を備えていることが、ひとり学修
を進めるためには重要な要因であるといえる。学
修環境に関して言えば、COVID-19パンデミック
状況下での自粛期間は、平常時には登校に費やさ
れる時間を学修時間として有効活用できる環境を
作っている。また授業の理解は、eラーニングや
動画を繰り返し視聴することにより自分のペース
で理解を深めている。言い換えれば、学修意欲の
高い学生は、学修に対して自己コントロールがで
き、時間的に拘束がないことで効果的に学修を進
めていると言える。
　教員側の要因では、授業方法が主な要因であっ
た。学生とコミュニケーションを図ることのでき
るビデオ会議ツールの使用は、リアルタイムに学
生にフィードバックできるため動画学修に比べ学
生にとって授業がより身近なものと感じる。一方
動画配信においては、繰り返し学修ができる正確
な授業であることが学修を促進させる要因でもあ
る。したがって、COVID-19パンデミック時の学
生のレディネスの把握と複数の授業方法を取り入
れて工夫することが、学修意欲を促進する要因と
なると考えられる。安藤20）は、on-line授業にお
いて、ブレンディングラーニングを活用すること
によりコンテンツの利用と学修効果に関連がある
ことを報告している。海外では、すでにon-line授
業に対面授業を含めたブレンディング授業を導入
している。今後、COVID-19パンデミックの状況
と学生の専門性に応じて、対面授業を含めた複数
のon-line授業の学修方法を取り入れた授業開発を
していくことが期待される。

結 語

　パンデミック時の学修意欲は、次の学修意欲を
阻害する要因および促進される要因が挙げられ
た。
①　 阻害する要因：デジタル環境や個々の経済背

景、学生の精神面、学生の社会的相互作用、
学生の学修姿勢、教授側の配信技術などが挙
げられた。

②　 促進する要因：学生側の要因として学修姿勢、
自己効力感、学修能力、デジタル技術の精通
など、教員側の要因として工夫された学修方
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法、学修成果フィードバックなどの要因が挙
げられた。

　以上これらのことが海外文献検討から得られた
知見である。on-line授業は、学修意欲を阻害する
要因だけでなく多くの促進する要因が明らかとな
った。また、on-line授業では、平常時の大学での
学生生活の中で観察もしくは察知できる情報を得
ることが難しい。そうした情報をどのように引き
出すかが肝要である。教員は、学生のカンニング
に対する懸念を払拭するため、学修意欲を促進す
る要因である自己効力感を刺激し学生にとって学
修効果の上がる授業開発をしていくことが今後の
課題である。

Ⅷ．研究の限界

　本研究により、COVID-19パンデミックにおけ
る授業形態の変化が大学生の学修意欲に与える影
響を抽出することができた。しかし、本研究の対
象文献は、2020年１月から2021年８月のOnline 
Open Journalで閲覧した13文献が対象あり、国、
地域、文化、教育水準、宗教、生活水準、政治経
済などが異なる環境である。そして、刻一刻と変
化するCOVID-19パンデミックの変容に学修意欲
も変化していくと考えられる。今回の結果がすべ
て一般化するものではない。

　本研究は、2021年度安田女子大学、学術研究助
成を受けて行った成果の一部である。
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